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研究成果の概要（和文）：本研究では、ユニークな歴史・地理データを用いた実証研究を通じて、気候変動がど
のようなメカニズムで経済発展に影響を及ぼすかについて分析した。まず、国家間の争いに着目した分析では、
気候変動などによって引き起こされる国家間の争いが、安全保障上の観点から首都間の距離に影響を及ぼすこと
がわかった。次に、時代活力に着目した分析では、気候変動は画家の心理を経由して絵画の明るさに影響を及ぼ
すことがわかった。

研究成果の概要（英文）：In this project, we analyzed how climate change affects economic development
 using unique historical and geographical data. The first analysis revealed that conflicts induced 
by climate change and other factors influence the distance between capitals due to security 
concerns. The second analysis showed that climate change affects the brightness of paintings through
 its impact on the psychology of painters.

研究分野： 経済学

キーワード： 気候変動　経済発展　因果推論　歴史データ　GISデータ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年の研究によると、気候変動は人間の心理・行動や経済活動に、少なくとも短期的には影響を及ぼすことがわ
かっている。しかしながら、気候変動が長期的に経済発展に及ぼす影響やそのメカニズムについてはほとんど明
らかになっていなかった。その意味で、本研究がユニークな歴史・地理データを構築し、計量分析を通じてこれ
まで指摘されていなかったメカニズムを明らかにしたことの学術的意義は大きい。また、本プロジェクトを通じ
て得られた知見は、今後の気候変動と経済社会の関係性を考える上でも十分示唆的であり、その意味で社会的意
義は大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年の研究によると、気候変動は人間の心理・行動や経済活動に、少なくとも短期的には影響
を及ぼすことがわかっている。しかしながら、気候変動が長期的に経済発展に及ぼす影響やその
メカニズムについてはほとんど明らかになっていない。研究代表者は、これまで紛争や芸術文化
と経済発展との関係性に着目し、科研費プロジェクト(18K12768)等を通じて、分析とデータ構
築を進めてきた。このことを踏まえ、気候変動が経済発展に及ぼすメカニズムとして、とりわけ
国家間の争いと時代活力に着目するに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、気候変動が、どのようなメカニズムで経済発展に影響を及ぼすかを明らかに
することである。とりわけ国家間の争いと時代活力に着目する。 
 
（１） 国家間の争い 

 研究代表者自身のこれまでの研究(Kitamura and Lagerlöf 2020)により、国家間の争
いは経済発展に正の影響を及ぼすことが示唆されている。また、先行研究(Iyigun et al. 
2017; Hsiang et al. 2013)により、気候変動は国家間の争いや紛争の増加に影響を及ぼ
すこともわかっている。 
本研究では、このように気候変動などによって引き起こされる国家間の争いが、経済

発展にどのようなメカニズムを介して影響を及ぼしたのかを明らかにする。とりわけ首
都間の距離に着目して分析を進める。 
 

（２） 時代活力 
 研究代表者自身のこれまでの研究(Almås et al. 2019)によると、気温は人間の心理・
行動、とりわけ破壊行動に影響を及ぼすことがわかっている。また、科研費プロジェク
ト(18K12768)の中で絵画・画家データを構築するにあたり、絵画と気温の関係性につい
て示唆を得た。かつてヘーゲルが芸術から時代精神を読み解いたように、絵画芸術には
画家自身や当時の社会に生きていた人々の心理が反映されていると考えられる。 
 本研究では、気候変動によって人々の心理が影響を受けてきたのかを明らかにする。
とりわけ感情価(valence)と相関の高い絵画の明るさに着目して分析を進める。 

 
３． 研究の方法 
 本研究では、ユニークな歴史・地理データを構築・活用し、計量分析の手法を用いて分析する。 
  
（１） 国家間の争い 
・データ 
メインの戦闘データについては、科研費プロジェクト(18K12768)で構築したデータを活用す

る(Kitamura 2022)。これは、Wikipedia 及び Wikidata から取得し整備した約 8,000 の戦闘デ
ータで、これを使うと、それぞれの戦いが、いつ、どこで起こり、誰と誰が争い、そして結果は
どうだったのかがわかる。このデータをもとに、それぞれの国同士のペアが、地図上のグリッド
ごとに、過去どれぐらい争ったのか計算する。なお、分析には、16 世紀から第一次世界大戦ま
での間に欧州の列強国が争った戦いを用いた。 

その他のデータとしては、都市の歴史データ(Bosker et al. 2013)、国境の変遷データ(Nüssli, 
2010)、及び地形や湿地に関する GIS データを使用する。 
・分析方法 

戦闘データを使った分析と都市データを使った分析を行う。いずれも固定効果モデルを採用
する。 
 
（２） 時代活力 
・データ 
メインの絵画データについては、科研費プロジェクト(18K12768)で構築したデータを活用す

る。これは WikiArt より取得した 15 万点を超える絵画データに対し、画像解析処理を施して作
成した。これに同プロジェクトで作成した画家の個人データをマージし、それぞれの絵画が、い
つ、どこで、誰によって描かれたものなのかを特定化する。こうして画家のパネル・データと国
のリピーティッド・クロスセクション・データを構築する。 
その他のデータとしては、上記の戦闘データ(Kitamura 2022)の他、気候変動の長期データ

(Mann et al. 2009)や、グリッドごとの人口密度データ(Goldewijk et al. 2017)、さらに一人当た
り GDP データ(Bolt and van Zanden 2020)を使用する。 
・分析方法 

国レベルと画家レベルの分析を行う。国レベルの分析には、固定効果モデルを採用する。画家



レベルの分析には、固定効果を入れたイベント・スタディ・デザインを採用する。 
 
４． 研究成果 
（１） 国家間の争い 
 まず、戦闘データを使い、どのような場所で戦闘が起こりやすいかを分析した。その結果、戦
闘は、国の首都同士をつなぐ直線上で起こりやすいことがわかった。しかし、その直線上に地理
的な障害物(例、山や海)がある場合、戦闘はそれを避けて起こることがわかった。そのことを図
的に表したのが図 1 である。この図は、戦闘が起こった場所の地理的な特徴を表している。左側
の一番上の図より、歴史上、湿地帯を避けるように戦闘が起こっていたことがわかる。また、２
番目の図より、海を避けるように戦闘が起こっていたことがわかる 1。そして、一番下の図より、
高い山々がある場所(800m 以上)を避けるように戦闘が起こっていたことがわかる。また、これ
らのパターンは、首都同士を結ぶ幅 50km の「廊下」にサンプルを限定しても明らかである(右
側の３つの図)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 これらの結果が示すのは、仮に地理的な特徴が全くなければ、各国の軍隊は他国の首都に向か
って直線距離を進軍するが、そこに高い山などの地理的な障害物があると、それを迂回して進軍
する可能性である。仮にその解釈が正しいならば、首都同士をつなぐ廊下上に地理的な特徴がほ
とんどないような場合は、首都と首都の距離を短くしてしまうと、安全保障上、他国に侵略され
やすいことがわかる。一方、廊下上に様々な地理的障害物がある場合は、首都同士をある程度近
くしても、安全保障上、それほど大きな危険はないことがわかる。つまり、廊下上の地理的特徴
と首都間の距離の間には関係性があるはずである。 
 

  
 

 
1 海戦もデータに含まれている。 

図 1 

図 2 



次に、都市データを使ってこの仮説の検証を行った。その結果、山や海や湿地帯などの地理的
障害物が廊下上にある場合は、首都と首都はより近くに位置することがわかった。つまり、予想
と整合的な結果が得られた。さらにこの結果は、歴史的に貿易の重要地点だった場所を除いても
得られた。一方、首都でない都市に関しては、それとは逆の結果が得られた。これらの結果を図
示したのが図 2 である。いずれの図も、横軸は首都間の廊下上の障害物の多さを表している。一
方、縦軸は首都間の直線的な距離を表している。左の図は、サンプルを首都でない都市に限定し
ており、一方、右の図は、サンプルを首都に限定している。これらより、首都でない都市に関し
ては、廊下上の地理的障害物は都市間の距離を長くする傾向があるものの、首都に関しては、そ
れらの間の距離を短くする傾向があることがわかる。 

首都の立地に関して、通常、経済学では貿易の観点から議論されることが多いが、これらの結
果は、安全保障の観点も無視できない要素であることを示唆している。 
 以上の成果は論文としてまとめ、現在、国際査読誌に投稿中である。 
 
（２） 時代活力 
 まず、国レベルのデータを使い、気温と絵画の平均的な明るさにどのような関係があるのか分
析した。その結果、気温と明るさには正の相関があることがわかった。その結果を図示したのが
図 3 である。左の図は、全ての期間を含めた結果で、右の図は、産業革命以前(1750 年以前)に
サンプルを限定したときの結果である。いずれの場合も、経済的・政治的な要素や、アート・ム
ーブメントの影響、さらに国ごとの特徴の違いを取り除いている。これらより、気温が高い場合
は、絵画も明るいことがわかる。なお、この図では気温を２値に分けているが、連続変数の場合
でも同じような結果が得られる。 
 

 

 次に、画家レベルのデータを使い、気温と絵画の明るさの間の関係を調べた。この分析の強み

の一つは、回帰式に画家の固定効果を入れられる点

である。こうすると画家ごとの特徴の違いを取り除

くことができるため、より精緻な分析ができる。そ

の結果、存命中、とても高い気温にさらされた画家

の絵は、その後、徐々に明るくなっていくことがわ

かった。また、あくまで参考としてだが 2、とても

低い気温にさらされた画家の絵は、その後、徐々に

暗くなるが、その影響は薄れていくこともわかった。 

前者の結果を示したのが図 4 である。横軸は気温シ

ョックからの年数を表し、ゼロは画家が気温ショッ

クに初めてさらされた年を意味する。ショックから

時間が経つにつれ、推定値が徐々に大きくなってい

ることから、ショック後に、画家の絵が徐々に明る

くなっていることがわかる。一方、ショック前には

明確なパターンがない。 

 
2 データの都合上、低い気温の影響を見た分析の信憑性は、高い気温のそれよりも低いため、結果の解釈

には注意が必要である。 

図 3 

図 4 



 次に、メカニズムを解明するため、絵画の種類をジャンルごとに絞った分析を行った。１つ目

の仮説は、明るい景色や明るい服装などを実際に見て描くというように、外的な要因によって引

き起こされている可能性である。一方、２つ目の仮説は、画家の心理という内的な要因によって

引き起こされている可能性である。それらのもっともらしさを確かめるため、絵画を風景画や肖

像画、宗教画などのジャンルにわけて分析した。その結果、気温の影響は宗教画には見られるが、

風景画や肖像画には見られないことがわかった。つまり、気温は、画家の心理を介して絵画の明

るさに影響を及ぼしている可能性が高い。 

 この他、画家の年齢や教育、収入等の違いによる影響も調べた。特に有意に効いていたのは、

画家がどのように絵画を学んだかという情報だった。特に我流で学んだ画家は明るさを変えや

すいが、アカデミーで学んだ画家への影響は小さかった。 

 以上の成果は論文としてまとめ、現在、国際査読誌に投稿中である。 
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